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京都 埼玉
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 4 0 2 0 1 4 5 4 * (C) 18 0 8 2 4 6 3

5 * 1 0 0 1 1 4 1 5 15 3 3 0 0 4 2

6 21 0 10 1 1 4 1 6 * 4 0 2 0 4 9 1

7 * 4 0 1 2 0 4 0 7 0 0 0 0 1 0 1

8 * 0 0 0 0 1 0 1 8 - - - - - - -

9 3 0 1 1 0 0 0 9 3 1 0 0 3 6 0

10 0 0 0 0 0 1 0 10 - - - - - - -

11 19 1 5 6 0 7 2 11 * 6 0 3 0 5 4 2

12 9 1 3 0 1 1 1 12 * 2 0 1 0 1 0 1

13 * 20 0 8 4 1 17 1 13 * 11 0 4 3 4 10 0

14 2 0 1 0 1 2 0 14 4 0 2 0 2 2 2

0 0

83 2 31 15 7 44 12 63 4 23 5 24 41 12

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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競技記録

京都 埼玉83 63

2014年10月20日(月) 会場： 長崎市民体育館15:15

少年男子準々決勝

主審

副審

○ ●松本　究（佐賀）

伊藤　彰二（福岡）

富田 頼

選　手　氏　名

澤田 絢以

岡田 卓也

No. 20D-3 日時：

選　手　氏　名

村井 大陸

菅 祐史

合計

戦　　評

記載者 吉野　聖司 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

竹内 悠貴

五十嵐 正也

髙田 颯斗

山口 直紀

寺嶋 良

荒川 颯

田邉 陸也

足立 義輝

鈴木 悠介

コーチコーチ 吉田 裕司

波多 智也

奥住 将人

斎藤 弥羅

村上 飛雄馬

田村 敦哉

御嶽 祐之介

八木 翼

大久保 英人

高橋 颯人

準々決勝京都府対埼玉県。３回戦をともに危なげなく勝ち進んだ両チームの対戦は、１Ｑ両チームともマンツーマンディフェン

スでスタート。埼玉＃４のジャンプシュートで先制すると、京都も速攻から＃７のシュートで一歩も譲らない。終了間際、京都＃１

３が鮮やかなタップシュートを決め、１８－１６で１Ｑ終了。２Ｑ、流れをつかみたい両チームは、激しいディフェンスでミスを誘う。

埼玉は＃４のドライブから＃１３への合わせで得点し、一進一退の攻防は続く。中盤、京都の速い攻めにファウルが続いた埼玉

が、２７－２４となった残り４分、１回目のタイムアウト。埼玉は３－２ゾーンディフェンスに切り替え、京都の速いオフェンスに対抗

するが、京都＃５の力強いパワープレイに埼玉＃１３が３つ目のファウルを犯し、ベンチに退く苦しい展開。高さで優位に立った

京都がリバウンドを支配し始め、点差が開き始める。３６－２５となった残り１分、埼玉は２回目のタイムアウト。両チームともマ

ンツーマンで厳しいディフェンスを仕掛け、４０－２９で前半終了。３Ｑ、埼玉は＃４が連続得点し、差を詰めにかかる。京都も＃

１３がドライブインからバスケットカウントを決め、簡単には主導権を渡さない。埼玉は＃１３のアウトサイドシュートと＃４の個人

技で踏ん張るが、京都も＃１３のドライブインなどで得点し、６６－４７で３Ｑ終了。４Ｑ、後がない埼玉は＃４を中心に京都ゴー

ルを狙うが、４つ目となるオフェンスファウルを取られベンチに下がる苦しい展開。埼玉は＃１１のジャンプシュートや＃９の３Ｐ

で追い上げを図るが、なかなか点差が縮まらない。終盤、諦めない埼玉の必死のディフェンスにも落ち着いてゲームをコント

ロールした京都が８３－６３で勝利した。
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